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遺
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時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

赤
穂
城
は
、
正
保
二
年

（
三
ハ
四
五
）
に
常
陸
国
笠
間

（現
在
の
茨
城
県
笠
間

市
）
か
ら
入
封
し
た
浅
野
長
直
が
、
近
藤
三
郎
左
衛
門
正
純
に
築
城
設
計
を
命

じ
、
慶
安
元
年

（
三
ハ
四
人
）

か
ら
寛
文
元
年

（
三
ハ
六

こ

ま
で

一
三
年
を
費
や
し
て
完
成

さ
せ
た
城
で
あ
る
。
そ
の
縄
張

は
甲
州
流
軍
学
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
と
い
わ
れ
、
本
九
と
二
の

納
丸
の
関
係
は
輪
郭
式
であ
る
が
、

翻

二
の
九
と
三
の
九
は
梯
郭
式
に

配
し
、
格

一
〇
カ
所
、
門

一
二

力
所
、
枡
形
五
カ
所
を
設
け
て
防
備
の
要
と
し
て
い
る
。
な
お
城
の
立
地
は
、

熊
見
川

（現
千
種
川
）
が
形
成
し
た
三
角
州
の
先
端
で
あ
り
、
典
型
的
な
平
城

で
あ
る
と
と
も
に
、
往
時
は
海
に
面
し
て
い
た
の
で
海
城
と
も
言
え
る
。

こ
の
城
を
築
城
し
た
浅
野
家
は
、
元
禄

一
四
年

（
一
七
〇
こ
、
江
戸
城
中
の

刃
傷
事
件
に
よ
っ
て
断
絶
し
（
そ
の
後
は
永
井
家
を
経
て
森
家
の
居
城
と
な
っ

て
明
治
の
廃
藩
置
県
を
迎
え
た
。
廃
藩
後
に
城
郭
建
物
も
順
次
取
り
壊
さ
れ
、

城
内
の
大
部
分
は
田
畑
化
あ
る
い
は
宅
地
化
さ
れ
て
い
っ
た
が
、　
一
九
七

一
年

の
国
史
跡
指
定
後
は
赤
穂
市
に
よ
っ
て
指
定
地
内
の
公
有
化
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
発
掘
調
査
と
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
二
の
九
北
西
部
の
池
泉
を
中
心
と
し
た
庭
園
の
下
層
か
ら
検
出
さ

れ
た
素
掘
り
の
溝
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
遺
構
は
、
現
状
で
は
幅
五
―

六
ｍ
深
さ
○

。
九

ｍ
を
測
り
、
そ
の
法
面
は
緩
や
か
な
沢
を
描
く
。
護
岸
な
ど

の
施
設
は
持
た
ず
、
落
ち
込
み
あ
る
い
は
旧
流
路
に
若
千
手
を
加
え
た
よ
う
な

溝
状
遺
構
で
あ
る
。
溝
内
堆
積
土
の
最
上
層
付
近
に
植
物
腐
植
土
層
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
層
の
上
面
に
は
椀

・
箸

。
下
駄

。
木
片
な
ど
の
多
量
の
木
製
遺
物
が

投
棄
さ
れ
て
お
り
、
一
百
いの
木
簡
は
こ
れ
ら
の
木
製
品
に
混
じ
っ
て
出
土
し
た
。

植
物
腐
植
土
は
溝
が
開
放
状
態
に
あ
っ
た
時
期
に
、
底
部
に
形
成
さ
れ
た
滞
水

堆
積
物
で
、
こ
の
層
よ
り
上
は
二
の
九
造
成
の
た
め
に
人
為
的
に
投
入
さ
れ
た

砂
層
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
素
掘
り
溝
状
遺
構
は
、
二
の
九
造
成
の
過
程
で
埋

め
立
て
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。



８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
＜
大
石
又
太
良
殿
参
　
頼
母
」

②

　

「
＜
大
い
し
た
の
も
殿
御
内

お
か
の
と
の
ま
い
る

ω
は
完
形
品
で
、
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
は
や
や
尖
ら
せ

る
①
「頼
母
」
か
ら

「大
石
又
太
良
」
へ
宛
て
た
木
簡
で
あ
る
。
「頼
母
」
と
は

大
石
内
蔵
助
良
雄
の
大
伯
父
に
あ
た
る
大
石
頼
母
助
良
重
の
こ
と
で
あ
る
。
家

老
職
に
あ
つ
た
頼
母
助
は
藩
主
浅
野
長
直
に
特
に
重
用
さ
れ
、
二
の
九
内
に
唯

一
屋
敷
を
下
賜
さ
れ
、
そ
の
娘
を
妻
に
要
つ
た
。
「大
石
又
太
良
」
は
頼
母
助

の
早
世
し
た
男
子

「又
太
郎
」
と
推
定
さ
れ
る
。

②
は

「木
村
惣
兵
衛
」
か
ら
大
石
頼
母
助
屋
敷
内
の

「お
か
の
」
に
宛
て
た

木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
両
名
と
も
他
史
料
で
該
当
す
る
人
物
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。

今
回
見
つ
か
っ
た
木
簡
は
年
紀
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
出
土
状
態
よ

り
浅
野
長
直
が
赤
穂
に
移

っ
た
正
保
二
年
か
ら
赤
穂
城
の
完
成
し
た
寛
文
元
年

ま
で
に
そ
の
年
代
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
簡
に
は
い
ず
れ
も
大
石
頼

母
助
本
人
や
そ
の
屋
敷
に
関
連
す
る
人
名
が
見
ら
れ
、
二
の
九
に
あ
つ
た
大
石

頼
母
助
の
屋
敷
か
ら
不
用
に
な
っ
た
椀

。
下
駄

。
箸
な
ど
の
木
製
品
、
陶
磁
器

類
と
と
も
に
当
時
ま
さ
に
城
普
請
の
過
程
に
あ
っ
た
屋
敷
裏
手
に
投
棄
さ
れ
た

遺
物
群
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た

っ
て
は
、
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
の
小
野
真

一

氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

赤
穂
市
教
育
委
員
会

『赤
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九
庭
園
錦
帯
池
発
掘
調
査
概
要
』

（二
〇
〇
二
年
）

（中
田
宗
伯
）
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